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施設等の貸出 

生涯学習に関係する機関・団体等へ施設・視聴覚教

材の貸出を行っています。 

貸出施設：ホール 大研修室 

※３密を避けるため、現在利用定員を制限していま

す。（ホールは４１人まで 大研修室は２４人まで） 

（視聴覚教材・機材の貸出しは原則登録が必要です。） 

新潟県立生涯学習推進センター   

  新潟市中央区女池南3-1-2 
 

  TEL：025-284-6110  FAX：025-284-6019 

  Mail：nlpc@mail.lalanet.gr.jp  

  ホームページ：https://www.lalanet.gr.jp/ 

  Twitter：http://twitter.com/lala_nlpc/ 

 

これからの上映会について 

 感染症拡大のため３月から中止していまし

た上映会を７月から開始しています。 

 入場人数を４１人までとし、三密を考慮し

た運営方法をとっています。また、当面の

間、整理券を事前配布、座席指

定していますので、ご理解とご

協力をお願いします。詳しくは

「ラ・ラ・ネット」を御覧下さ

い。 

９月の上映会 

 １８日（金） 「愛妻物語」 

 ２０日（日） 「地獄門」 

 ２４日（木） 「祇園囃子」 

１０月の上映会 

 ８日（木）・１５日（木）・２５日（日）

「シャレード」 

「いきいき県民カレッジ講座一覧2020年秋冬号発行」について  

 「いきいき県民カレッジ」は、生涯学習社会の実現

に向けて、「いつでも、どこでも、自分の希望するも

のを学びたい」という県民の要望に応えることを目的

に、平成4年度に開学しました。これまでにのべ220万

人の方から受講をいただいております。9月末に冊子

『いきいき県民カレッジ講座一覧』の秋冬号を発行致

します。今回はカレッジ講座と併せて、成果活用事業（活用手帳）の

実施機関一覧も掲載致しました。 

今後も皆様の学習ニーズに幅広く応えられるように、「ラ・ラ・

ネット」上での講座情報発信と合わせて、学習機会情報の提供の充実

を図ってまいります。よろしくお願い致します。 

ラ・ラ・ネット 

マイページ利用登録募集中 

 マイページに御登録いただくと以下のよう

なことができます。  

 ○ 団体やサークルの紹介 

 ○ イベントや講座等の情報発信 

 ○ 活動の様子を紹介できる活動日記 

 ○ その他（お知らせ等） 

御登録方法は生涯学習Niigata144号に掲載さ

れています。 

〈生涯学習Niigata144号 URL〉 

https://www.lalanet.gr.jp/nlpc/kouhou/no144.pdf 

利用登録をするには

ラ・ラ・ネットトッ

プページのここをク

リック。 
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◆募集期間  

 

◆応募資格  

  県内に在住、県内の学校に在学、県内でお    

  仕事されている方 

◆部  門 

【社会教育・地域映像部門】  

 様々な学びにつながる作品 地域の自然･  

 歴史・文化等を記録した作品 

【学校教育部門】 

 学校の授業または各種指導のために作った 

 作品 

【児童・生徒部門】 

 小学校・中学校・高校・特別支援学校等の 

 子どもが学習として作った作品 

◆賞（各部門） 

 最優秀賞：各部門１点 

      (副賞 図書カード5,000円) 

 優 秀 賞：各部門1～2点 

      (副賞 図書カード3,000円) 

◆作品規格 

【種別】 

 映像、デジタルコンテンツ、紙しばい 他 

【記録メディア】 

 ＤＶＤ、ＢＤ、ＣＤ、ＳＤ 他  

【作品の時間】 

 時間制限なし（表彰式上映時に、短縮させ

ていただく場合があります。） 
★詳しくは、ラ・ラ・ネット等に掲載しているチラシ

を御覧ください。 

令和元年度 入賞作品を紹介いたします。 （応募作品数63点） 
＜社会教育・地域映像部門＞ 

最優秀賞「蘇った貴婦人」原山 清さん（新潟映像クラブ） 

優秀賞 「見附今町・長岡中之島 大凧合戦」関 幸徳さん （びでおさーくる・みつけ） 

優秀賞 「地域の宝・十二潟を引き継ぐための人づくり、地域づくり『新潟市北区 十二潟』」加藤 功さん   

特別賞 「村が消えた・・・栃窪今昔物語」斎藤 正一さん 

＜学校教育部門＞ 

最優秀賞「星つぶニュース～大豊作！！『太田の☆星つぶ』特集～」丸山 考平さん 

＜児童生徒部門＞ 

最優秀賞「勉強が好きでない人へ～あなたに知ってほしい。～」笠原涼音さん（上越教育大学附属中学校） 

 優秀賞 「コマ送りアニメーション『牛の角突き 山古志場所』」坂牧伶美さん 橘未来さん 星野優来さん  

      五十嵐マイヤさん 長島忠育さん（長岡市立山古志小学校） 

 優秀賞 「地域で働く人たちの思いを伝えるCM 増田建設①」池田聖鈴さん 大泉航さん 小椋穂乃佳さん  

      渋谷環さん 富樫星さん 脇川凱さん（県立村上中等教育学校） 

特別賞 「NO TO RACISM」竹内叡さん（上越教育大学附属中学校） 
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著作権セミナー・家庭教育支援者養成研修会地域 

著作権セミナー 
今年度の「著作権セミナー」も、多くの方から申し込みがありましたが、定員減で実施したた

め、受講できなかった方も多くいらっしゃり、御迷惑をお掛けしました。 

そんな中、今回話題の一つになったのが平成３０年の著作権法改正で創設された「授業目的公衆

送信補償金制度」。本制度は、今般の新型コロナ感染症拡大に伴う遠隔授業等のニーズに応え、予

定が前倒しされて今年度の４月２８日から施行されているため、著作権に対する関心が一層高く

なっているようです。 

授業における資料のインターネット送信が、個別に権利者の許諾を要することなく、様々な著作

物を活用できるようになりました。本制度は、学校の設置者が各分野の権利者団体で構成される

「指定管理団体」に一括して補償金を支払うものです。令和２年度は、指定管理団体である「サー

トラス」において、補償金額を特例的に無償として認可されています。 

著作権を正しく理解して、学習情報を有効活用してほしいと思います。 

家庭教育支援者養成研修会 

３回シリーズの家庭教育支援者養成研修会の１回目を、７月２７日（月）に実施しました。講師

に常磐大学 教授 秋山 邦久 様を迎え、「子どもや親と向き合い上手に話を聞くスキルを身に

つけよう」をテーマに御講義いただきました。 

秋山先生が講義で強調していたことは、次の３つでした。 

「話を聞くときには、相手の文脈（視座）に合わせる必要があること」 

「支援者として、褒め方、叱り方、注意の仕方などの技術を身につけること」 

「行動を変化させて本人の心を変えていくこと」 

 コロナ禍で受講者同士での演習的な活動ができないため、秋山先生からは５時間にわたりお話い

ただきました。時折ユーモアを交えながらの御講義で、受講者はその語りに引き込まれ、時間を感

じさせないものでした。 

 今回の研修会の定員は４１名でしたが、７０名を超える皆様から申込みをいただきました。当セ

ンターでは、感染症拡大防止の観点と多くの皆様に学び

の機会を作る観点から、サテライト会場を設定し今年度

の研修会を運営しています。７月２７日（月）はその初

回だったのですが、サテライト会場での音声が明瞭でな

い等の不具合があり、受講者の皆様に御迷惑をお掛けい

たしました。改善策を講じ、以後の研修会では、サテラ

イト会場の音声・映像を改善することができました。今

後も、「新しい研修会様式」を安定・充実させていきた

いと考えています。 

推進センター研修会 再開！ 
 受講室の分散・サテライト形式導入等、コロナウイルス感染防止対策

を講じながら研修会を運営しています。 

 「著作権セミナー」「家庭教育支援者研修会」「地域連携コーディネーター養成スクール」の研

修報告を記載しました。御覧ください。 

 

コーディネータ養成スクールNEWS LETTER 

学校と地域の連携・協働を進める人材の確保を趣旨とした研修会を２会場で実施しました。 

＜第１回研修会＞  

◆講師：角野仁美氏（ＮＰＯ法人みらいずworks認定キャリア教育コーディネーター） 

◆演題：「わくわくプロジェクトで、地域と学校との連携・協働の課題を乗り越える」 

◆受講者自身が足元を見つめ、さらに「今、わたしにできること」を確認し、実践に移すための 

 意欲を高めることができました。 

研修会の概要を「News Letter」でまとめました。  
詳細は、ホームページ「ラ・ラ・ネット」の「活動日記」を御覧ください。 

地域連携コーディネーター養成スクール 


